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文部科学省事業「実社会ビッグデータ利活用のためのデータ統合・解析技術の研究開発」 

前半期の主要成果 

 

 研究成果のポイント  

多様な異種ビッグデータを高度に連携活用するための以下の新技術を開発しました。 

1. Twitter、センサーデータ等の多様なストリームデータを処理するための高性能・高機能基盤システム 

2. ソーシャルメディア利用者の位置情報、年齢等の属性を世界最高水準の精度で推定する手法 

3. オンラインニュースと Twitterを高精度・高性能でリアルタイムマッチングするシステム 

 

 研究の背景  

情報技術の発展及び情報化の進展に伴い、実社会で生成・取得されるデータは爆発的に増加しており、これら

ビッグデータの利活用が強く求められています。一方、実社会から収集されるビッグデータは、その種類、量、質に

おいて極めて多様であり、リアルタイムデータを含む異種データを連携利用するためのデータ統合・解析技術の研

究開発が必須です。 

平成 26 年度から 4 年間の計画で始まった文部科学省事業「実社会ビッグデータ利活用のためのデータ統合・

解析技術の研究開発」では、筑波大学（代表校）、東北大学、東京大学、慶応義塾大学の 4 大学が連携して、共

通的なデータ統合・解析技術の研究開発と、藤沢市における実証実験を行っています（図１）。 

 

 

図１ 文部科学省事業「実社会ビッグデータ利活用のためのデータ統合・解析技術の研究開発」 
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 研究内容と成果  

本事業において、筑波大学は、実社会における多様な異種ビッグデータの高度な連携技術の研究開発を担当し

ています。これまでの２年間における研究開発成果として、以下のような新技術の開発に成功しました。 

 

１。Twitter、センサーデータ等の多様なストリームデータを処理するための高性能基盤システムの開発 [1, 2] 

今日、実世界から連続的にリアルタイム情報を発信する Twitter、センサーデータ等の多様なストリームが存在し、

これらの高度な利活用は実社会ビッグデータを扱う上で極めて重要になっています。本事業では、多様なストリーム

データを統合的に処理し、様々な情報利用を実現するための基盤システム「JsSpinner」を開発しました。本システ

ムを用いることにより、ストリームを対象とした多様なアプリケーション開発のコストを大幅に低減することが期待できま

す。JsSpinner の特長は、１）異なる構造を有するデータを柔軟に表現するためのデータ形式としてグローバルに普

及が進んでいる JSON 形式のストリームデータを直接扱えること、２）特定のイベントが生じた場合にだけデータを詳

細にモニタリングする際（イベント駆動型問合せ）の処理性能を従来よりも大幅に向上（実験環境において従来比最

大 300%の処理効率。以下、いずれも実験環境における比較）したこと、の２点です（図２）。  

 

図２ 多様なストリームデータを処理するための高性能基盤システムの開発 

 

２。ソーシャルメディア利用者の位置情報、年齢等の属性を世界最高水準の精度で推定する手法を開発 [3, 4] 

実社会ビッグデータ利活用において、多くの有益な情報が埋もれているソーシャルメディアの活用の重要性が増

加しています。その際、利用者の位置情報、年齢等の属性は記載された内容を意味解釈する上で重要な補足情

報となりますが、多くの場合、明示的には開示されていません。本事業では、プライバシー保護に十分留意しつつ、

これらの欠損した属性を高精度で推定する新たな２つの手法を研究開発しました。一つ目は、Twitter 利用者の位

置を発話内容を手がかりとして推薦する新たな手法で、地名やランドマーク等に加えて、一定の時間帯のみ地域局

所性が高くなる単語に着目することで、世界最高水準の推定精度（従来比推定誤差最大 32%削減）を実現しまし

た（図３）。２つ目は、ソーシャルメディアにおける利用者同士の関係と既知の利用者属性を基に未知の利用者属性

を推定する新たな手法で、隣接関係にある利用者同士が同じ属性を持つ場合だけでなく、異なる属性をもつような

場合でも高精度で属性推定（従来比推定精度最大 42%向上）ができる画期的手法です（図４）。  
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図３ Twitter利用者の位置推定 

 

 

図４ ソーシャルネットワーク利用者の属性推定 

 

３。オンラインニュースと Twitterを高精度・高性能でリアルタイムマッチングするシステムを開発 [5, 6] 

複数の実社会ビッグストリームデータ連携の具体的事例として、オンラインニュースと Twitter を高精度・高性能

にリアルタイムマッチングするシステムの開発に成功しました。本システムでは、各ニュース記事とそれに関連するツ

イートをリアルタイムで紐付けすることが可能です。これにより、各ニュース記事に対する社会の関心の高さや様々な
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意見を容易に集約することができます。技術的には、ニュース記事とツイート内容の関連度合いをどのように判定す

るかという課題と、大量のオンラインニュース記事とツイートをいかに効率的に照合するかという課題の２つをクリアす

る必要があります。本研究で開発した新たな手法により、既存の手法よりも精度（従来比約 6%向上）、性能（ニュー

スに関して従来比最大 89%処理時間削減、ツイートに関して従来比最大 33%処理時間削減）の両面で大幅に改善

できることを示しました（図５、図６）。  

 

 

図５ オンラインニュースと Twitterを高精度・高性能でリアルタイムマッチング 

 

 

図６ オンラインニュースと Twitterのリアルタイムマッチングシステム 
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 今後の展開  

去る３月 11日（金）、慶応義塾大学矢上キャンパスで開催された情報処理学会第 78回全国大会において、本

事業に関する特別セッションを企画し、今年度までの研究成果を報告しました。会場には立ち見が出る程の多くの

参加者が集まり、ビッグデータ利活用技術に対する社会の関心の高さを示していました。今後、これまでに研究開

発したシステムや技術を、実証研究に適用し、評価・改良を進めると共に、実社会ビッグデータの連携活用を進め

る上で必要とされている様々な高度な技術の研究開発に取り組んでいく予定です。 
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